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区長のメッセージ、写真日誌（活動記録）、出席するイベントなどを

新宿区ホームページ「区長の部屋」でご紹介しています

に
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～2つのヴァイオリン、ヴィオラ、チェロが奏でる

　美しき響きと調和

　平和のメッセージを音楽に託してお届

けします。

【日時】7月20日午後3時～4時（午後2時

30分開場）

【出演 】奥 田 雅代（ヴ ァイオリン）、

豊田泰子（ヴァイオリン）、川口幸子（ヴィ

オラ）、井尻兼人（チェロ）

【プログラム】エルガー「愛の挨拶」、モーツァ

ルト「ヴァイオリンとヴィオラのための

二重奏曲より」「アイネ・クライネ・ナハト

ムジーク」ほか

【会場・申込み】当日直接、新宿歴史博物館

（四谷三栄町12―16）へ。先着120名。未就

学児も入場できます。

▼奥田雅代さん ▼豊田泰子さん

▼井尻兼人さん▼川口幸子さん

ノーベル平和賞メダル・賞状のレプリカ展示

　コンサート当日、会場では「核兵器廃絶国際キャンペーン

（ICAN）」が国連での核兵器禁止条約成立への貢献により、

2017年に受賞したノーベル平和賞の受賞メダルと賞状の

レプリカを展示します。ぜひご覧ください。

平平和和ココンンササーートト

　夏目漱石の作品を読んで、自分の心に深く残った

「一行」を選び、なぜその一行を選んだのか表現して

ください。

【作品の規定】縦書きの400字詰め原稿用紙2枚半～

3枚（1,000字～1,200字）に、日本語で書いてください。

読書感想文コンクール
わたしの漱石、わたしの一行

　所定の応募用紙と作品を、新宿区

夏目漱石コンクール事務局絵画

コンクールは「どんな夢を見た？あ

なたの「夢十夜」」係、読書感想文コ

ンクールは「わたしの漱石、わたし

の一行」係（いずれも〒100-8502千

代田区内幸町2―1―4）（6910）

2419へ、9月13日（必着）までに郵送

してください。文化観光課（第1分庁

舎6階）・特別出張所等で配布する案

内チラシ（左図）の裏面が応募用紙

になっています。新宿区ホームペー

ジからも取り出せます。

【表彰】12月14日に表彰式を行い

ます。入賞者には11月上旬以降にお

知らせし、副賞の図書カード（予定）

を贈呈します。また、応募者全員に

参加賞を差し上げます。

※入賞作品は入賞作品集に掲載し入

賞者に配布するほか、新宿区ホーム

ページに掲載します。また、漱石山房

記念館での展示も予定しています。

※入賞者の氏名・学校名・学年等は

公表します。

詳しくは、案内チラシ・新宿区ホ

ームページでご案内しています。

　漱石山房記念館の資料収集等に、区民の皆

さんをはじめ、多くの方のお力添えをいただ

きたいと考え、「夏目漱石記念施設整備基金」に

より寄付を募集しています。6月17日時点で、

1億2,698万円（2,470件）の寄付が寄せられて

います。ご支援・ご協力をお願いします。

寄付の方法

【ゆうちょ銀行（郵便局）での寄付】

①文化観光課・特別出張所・区立図書館等

で配布しているパンフレットにはさみ込ん

である払込取扱票を利用（手数料は不要）

②ゆうちょ銀行（郵便局）に設置されてい

る払込取扱票を利用（手数料は寄付者負担）

口座記号番号／00180-7-0291301

新宿区夏目漱石記念施設整備基金

【ゆうちょ銀行以外の金融機関での寄付】

③ゆうちょ銀行以外の金融機関のATM

（現金自動預払機）を利用（手数料は寄付者負

担）

口座番号／ゆうちょ銀行〇一九支店（当座預

金）0291301

新宿区夏目漱石記念施設整備基金

※②③を利用する方には「寄付申出書」をお

送りします。文化観光課文化資源係へご連

絡ください。また、①～③以外の方法で寄付

を希望する方は、お問い合わせください。

夏目漱石記念施設

整備基金にご支援を

【問合せ】総務課総務係（本庁舎3階）（5273）3505・（3209）9947へ。

平平和和展展 　戦争の悲惨さと平和の大切さを伝えるため、「新宿区の戦争

被害」「広島・長崎における被爆の実相」などを紹介するパネル

や、戦時中の現物資料を展示します。

【日時・会場】7月19日～29日（22日は休館）午前9時30分～午後5時30

分（入館は午後5時まで）…新宿歴史博物館（四谷三栄町12―16）、7月31日

～8月13日（土・日曜日、祝日を除く）午前8時30分～午後5時（6日・13日は

午後7時まで）…区役所本庁舎1階ロビー

平平和和のの大大切切ささをを伝伝ええるるたためめにに

①ささえーる講演会「夫源病」

【日時】7月22日午後1時30分～3時

30分

【対象】区内在住・在勤・在学の方、20名

【内容】夫婦でストレスなく人生を長く

楽しむための秘訣を学ぶ

②イクメン＆イキメン講座

　～子どもが喜ぶオレの一芸を作ろう

【日時】8月3日午前10時～12時

【対象】区内在住の未就学児のお子さん

と男性の保護者、15組30名。お子さん

が2人以上の場合はご相談ください。

【内容】絵本の読み聞かせ、バルーンア

ートを学ぶ

③写真で魅せる新聞づくり講座（全4回）

【日時】8月7日午前9時30分～午後0

時40分・28日、9月11日・25日午

前10時～午後0時10分

【対象】区内在住・在勤・在学の方、15名

【内容】写真の撮り方、記事の書き方、編

集方法を学び、「ささえーる新聞」を制作

………＜①～③共通＞………

【会場・申込み】①は7月17日、②は19

日、③は31日までに電話または直

接、同館（市谷薬王寺町51）（3353）

2333・（3353）6640へ。応募者多数の

場合は抽選。

　「こんな夢を見た」「こんな夢を見たい」をテ

ーマに、眠っている間の夢について自由に描

いてください。

【作品の規定】八つ切りサイズ（27cm×38cm）

の画用紙に、鉛筆・色鉛筆・クレヨン・絵の具・マ

ジック・サインペンなどで描いてください。縦

横は自由です（立体的でない貼り絵、切り絵、版

画も可。デジタル作品と額装は不可）。

絵画コンクール
どんな夢を見た？あなたの「夢十夜」

小学生対象

中学生・高校生対象

申し込み方法

　新宿区は夏目漱石（1867年～1916年）が生まれ育ち、その生涯を閉じたまちです。漱石は、

晩年の9年間を早稲田南町の「漱石山房」と呼ばれた家で過ごし、数々の作品を執筆しまし

た。「新宿区夏目漱石コンクール」では、小学生を対象に絵画を、中学生・高校生を対象に読書

感想文を、全国から募集しています。皆さんの考える漱石の世界を表現してみませんか。

【問合せ】文化観光課文化資源係（第1分庁舎6階）（5273）4126・（3209）1500へ。

99月月1133日日ままでで 絵絵画画とと読読書書感感想想文文をを全全国国かからら募募集集

最優秀賞は各1名（計4名）

優秀賞（後援企業賞含む）は各5名（計20名）

佳作は各10名程度（計40名程度）

小学1～3年生、小学4～6年生、中学生、高校生の各部門から

新新宿宿区区

夏夏目目漱漱石石ココンンククーールル

水水害害・・土土砂砂災災害害のの防防災災情情報報のの

伝伝ええ方方がが変変わわりりまますす

　昨年西日本を中

心に発生した平成

30年7月豪雨を受

けて、避難対策を

強化するため、警

戒レベルを用いた

避難勧告等の伝達

が始まりました。

警戒レベル1～2は

気象庁から、3～5は各自治体（新宿区）から発令します。詳しくは、内閣府

ホームページ（http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/

h30_hinankankoku_guideline/index.html)でご案内しています。

【問合せ】危機管理課
危機管理係（本庁舎4
階）（5273）4592・
（3209）4069へ。

危危
険険

度度

高

低

警戒レベル
住民に行動を促す情報

（避難情報等）

住民が取るべき行動

（避難行動等）

警戒レベル5 災害発生情報
命を守る最善の行動をとりまし

ょう。

警戒レベル4
避難指示（緊急）

避難勧告

立ち退き避難、または屋内のより

安全な場所へ避難しましょう。

警戒レベル3
避難準備・

高齢者等避難開始

避難行動に時間を要する方（要配慮者

等）は、避難行動を開始しましょう。

警戒レベル2
洪水注意報

大雨注意報等

避難に備え自らの避難行動を確

認しましょう。

警戒レベル1 早期注意情報 災害への心構えを高めましょう。
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